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アオモジの分布と生態
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The Distribution and Ecology of Lindera citriodora HEMSL. 
(Lauraceae) in Western Kyushu, Japan. 
は じ め に
アオモジ (Lindera citriodora HEMSL.) は， クスノキ科の落葉性高木で， 奄美群島か
ら九州西部にかけて分布する。 筆者らの一人， 外山 (1957) は長崎地方の注意すべき植物
として， コパノヂョウセンエノキやダンギクなどとともにアオモジをあげた。 3月下旬の









アオモジの地理的分布地図は， 堀川 (1957, 1972) によって発表されている。この分布
図およぴ内藤ほか (1955) によれば． 分布の南限は沖永良部とされているが． 初島(1962,
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G.多良山系・東
彼杵地方一生育密
度が極めて高い。多
良山系の一角，鳥甲
の海抜700mの生育
地は，上限の記録の
1つである。
H.佐世保・北松
浦地方一佐世保市，
吉井町および世知原
町（国見岳）からの
記録があるが，玄海
灘に面した地方から
の記録をわれわれは
持たない。伊万里湾
内の福島および臓島
からは比較的最近に
なって生育が確認さ
れた。玄海灘沿岸地
域の生育量は小さい
とみなされる。
I.佐賀県一有
田町南部，黒髪山，
塩田町（唐泉山），
多久市（天山）にお
ける生育を確認して
いる。唐津市(鏡山）
にもあるという（馬
場，1964)｡いずれに
せよ，佐賀県の東部
からは報告がない。
馬場(1964)による
と，唐津～天山～金
立を結ぶ線（唐津～
Fig.1西九州におけるアオモジの分布
黒丸は筆者らの記録，白丸は文献から引用。A～Mの地域名は本塩田町（唐泉山），
文参照。1～13の番号を付した黒丸はTable2のスタンド番号に多久市（天山）にお
対応する。以下の通り。，、熊本県本渡市大丸，2．長崎県喜々津ける生育を確認して
町，3．同大村市武留路山，4．同波佐見町，5．佐賀県有田町黒
髪山，6．同塩田町唐泉山，7．と8．長崎県諫早市土師尾，9．同にもあるという（馬
西彼町，10．同世知原町椋呂路峠，，1．同大村市烏甲，12．佐賀県場，1964)｡いずれに
鹿島市平谷，13．長崎県世知原町栗木峠。
DistributionofL加吻”テc〃勿伽7"HEMsL.inwestern
Kyushu,Japan.CIosedcirlcesshowtherecordsofour
own;opencirclesareaccordingtoliterature.
有明海北西奥部）以南に分布する。
J、五島列島一堀川（1957）は五島に分布せずとしたが，分布図譜（1972）では福江
島と中通島に分布を示す点を打っている。われわれは若松島（竜観山）と中通島（山王山
一113－


北陸の植物 第25巻第4号 昭和53年3月
とえば光量の増加あるいは光量の増加に伴なう地温の上昇など，が一斉の発芽を促すとし
か考えられない。今後の精査を要する。
4．立地と群落
アオモジの生育立地は，例外なく向陽地である。とくに顕著なのは森林の伐採跡地と林
縁である。大村湾を囲む分布密度の高い地域(Fig.1のE･F．G地域）では，このよう
な向陽立地には，ヌルデ．アカメガシワ・タラノキ・カラスザンショウなどの陽生植物と
共にアオモジが必ず生育する。
森林伐採跡地に生じたアオモジを有する伐跡群落の組成を,Table2にあげた。表中，
スタンド番号はFig.1の地点番号に対応する。スタンド1～10はシイ林域（海抜450m
以下）からの群落資料で，伐採前の群落は，スタンド1～6はシイ萌芽林（ただし4には
アカマツの大木も生じていた），7～9はアラカシの，10はマテバシイの萌芽林である。
スタンド11～13はアカガシ林域（海抜450～950m)からの資料で，伐採前の群落はアカガ
シ萌芽林であった。海抜および伐採前の群落の異同を反映するような相違は,Table2に
あげた伐跡群落資料には見出せない。
全体としては，アオモジをはじめとする陽生植物の高い常在度が特徴である。常在度111
以上の植物を列記すると，アオモジ・アカメガシワ・タラノキ．ヌルデ・カラスザンショ
ウ．クサギ．ネムノキ・ベニバナボロギク・ゴンズイをあげることが出来る。また照葉樹
の萌芽が多いことも，これら伐跡群落の特徴であり，それぞれシイ・アラカシ・マテバシ
イ．アカガシの萌芽林に復帰してゆく（スタンド4は周辺の状況からみて，アカマツ林に
なるかも知れない)。 D
萌芽林に復帰してゆ
I
C
〈につれて，アオモジT1
□．
B
も成長して群落の最上下2
層に残ってゆく。Fig･S ［二二コA4は，種々な高さの萌
匡 二コII芽林中のアオモジの常H在度を示す。伐跡群落
0100
(Fig.4A)に100%Presence(%)
成育していたアオモジFig.4照葉樹二次萌芽林の発達に伴なうアオモジの生残り。T,
は，低木層と草本層に～Hはそれぞれ高木層，亜高木層，低木層，草本層。A.伐跡群
分化.したシイ萌芽性の落,B.低木群落,C.亜高木群落,D.高木群落。
群落では上層(低木層)SurvivorshipofL加伽"c""ひ伽γzzHEMsL.inrelationto
にだけ生残り（同図B),developmentoflaurel.leafcoppices,expressedbypresence
亜高木性あるいは高木percentageforeachofcommunitystrata.T,:treelayer,
性の萌芽林に復帰したT2:subtreelayer,S:shrublayer,H:herblayer．A:
ときもアオモジは最上cutoverforestlandcommunity,B:two-layeredcoppice,
層（亜高木層または高C:three-layeredcoppice,D:four-layeredcoppice.
－116－



